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 地表面を広範囲に調査する場合，衛星に搭載された合成開口レーダによる観測が行われて 

いる．合成開口レーダ観測では、地表面から反射してくる後方散乱波を衛  

星で受信し、解析することで、地表面の状況を知ることができる．しかし  

実際には、水はけの悪い土地における部分的な滞水状況について区別する  

ことが困難であると報告されている．そこで、本研究では電磁界シミュレ  

ーションで水田地帯の後方散乱挙動を解析し、合成開口レーダで部分的な  

滞水状況について区別可能かどうか検討する．本研究では、実際に田の土  

を採取して土壌導電率を測定し、水はけの悪い土地のモデル化、シミュレ  

ーションを行い、後方散乱挙動を解析した．結果として、土壌含水率や電  

波入射角度、偏波、斜面の向きが後方散乱強度に大きな影響を与えること  

が確認できた．以上の結果から、本研究のシミュレーション結果と観測地  

点の地形データを組み合わせることで、合成開口レーダで部分的な滞水状  

況を区別可能だといえる．  
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